
１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

世界情勢など難しいかなと思う部分もあるが、興味ある子は意識を深め、興味がなかった子は分からないなりに戦争を国同

士のケンカと捉え、神父様が神様の代わりにみんなで仲良くすることを願っていると伝えてくださっていることをうけとめ

ようとしていた。

神様からのプレゼント

・カトリック園で生活の節目ごとに祈る機会がある

・月に数回教会訪問や神父様の話を聞く

・創世記の話を聞き、神様が世界が作られたことを知り想像する姿があった。

・定期的に神父様の話を聞き、神様のなさったことや考えに触れる

・創世記の話を聞く

・神様がお創りになっと物を表現してお祭りのシンボルタワーを製作する

・クリスマス会で聖劇をする

・聖劇に出てくる不思議な星の存在や神様が作られたものに興味を示し、プラネタリウムで星や惑星について学ぶ

月に１～２回神父様から神様の話を聞く場を設ける

神父様の話を聞き、神様のなさったことや考えに触れる

　神父様は世界情勢に目を向け平和について考える場を多く持ちながら、神様が私たちに何をお望みかを丁寧に伝えてもら

い「祈りを大切にすること」「優しい気持ちをもつこと」などを共有する

神父様に問いかけられると積極的に子どもたちは応えようとしている。その積み重ねで子どもたちの中には世界情勢への興

味を増している子もいるように感じる。世界平和のために自分たちができることは何かを子どもなりに受け止めている。祈

りの前後の十字の切り方を教えると祈る姿にも変化が出てきている。


